




 

 

事業計画書 

１ 事 業 名 みんなの居場所 CoCo 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ■ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

①事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 

 

こどもの自殺は 2024 年に過去最多となりました。不登校も増加の一途をたど

り、いじめや虐待など、こどもが生きづらい社会です。そしてそれはこどもだけで

なく、義務教育を終えたこども・若者の居場所などの支援が不足している、子育て

を一人で抱え込んでいる、引きこもり･･･などなどおとなも同様です。 

 2023 年に施行された「こども基本法」では、こどもを「心と身体の成長の段階

にある人」と定義しています。18 才や 20 才という年齢で必要なサポートがなく

ならないように、と考えられたものです。また、2025 年に策定された「和泉市こ

どもまんなか計画」では、子どもの権利の尊重だけでなく、困難を抱えるこども、

若者、家庭への支援も謳われています。そして、地域のみんなでこどもを育むこと

も基本方針となっています。 

年齢での支援や、不登校・子育て・引きこもりなどの社会課題の枠での支援はも

ちろん大切ですが、多様な年齢の多様な環境にいる人が交流する居場所も、みんな

で育ちあい、学びあえる場所です。地域再生にも寄与できると考えています。 

 
②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 

 

おとな・こどもに関わらず、安心できる場所・自分を受け入れてくれる場所があ

ることは、すぐにではないにしても、次の一歩につながります。 

多様な人が交流することで、下記の効果が期待されます。 

・自分がさまざまな人に受け入れられると感じられることから、自尊感情の醸成 

・いろいろな気持ちを話すことで、もう少し続けたり、がんばろうと思えたりする

パワーの取得 

・異年齢、多様な状態の人々との交流から、多様な価値観の気づき 
 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

 

誰でもが来たいときに来ることができる居場所の開設 

登録や来所予約などは不要 

不定期にイベントを開催し、来所のキッカケ、来所者の交流を促す場とする 

スタッフ（2～3 名）が来所者と遊んだり、話を聴いたり、また他の参加者との関

係づくりのお手伝いをしたり、と来所者の状況に応じた対応を行なう 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

②実施期間（日時） 令和 8 年 4 月～令和 9 年 3 月 

③実施場所 
和泉市万町 弘法寺内 

適所 

④主な対象者 和泉市民 

⑤参加予定者数 1 回 5 名程度 

⑥告知方法 
ブログ・インスタグラム・メルマガ配信 

チラシ配布・広報いずみ掲載・泉北コミュニティ掲載 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 

 

4 月 

  ～  

3 月 

○毎月基本 4 回（8 月除く）誰でも来ることができるみんなの居場所を開催する 

  

○8 月は、弘法寺で縁日のみの開催 

 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

①公益性 

年齢や置かれている状況に関係なく、さまざまな人が自由に気軽に参

加できる場である。 

こどもにとっては、家、学校以外の第三の居場所となり、子育て中の

保護者にとってもほっと一息つける場となる。 

スタッフやさまざまな人と関わりながら、社会性、人との距離感を体

得していける 

②継続性 

疲れたときの休息地として利用してもらうことができる。 

活動に賛同してくれる仲間を増やし、さまざまな形での応援をお願い

していきたい。 

③実行性 

スタッフは入会時の当団体による研修（傾聴・子どもの権利・コミュ

ニケーション等）を受けた者であり、継続研修で研鑽を続けている。 

安定したスタッフ数の確保は課題ではあるが、当団体でこの事業に関

わっていない会員にも積極的に声をかけていきたい。 

④協働性 

登録・予約が不要なので、行こうと思ったら参加することができる。 

さまざまな年齢や通常出会わない地域の人との出会いや交流により、

あらたな発見・気づきにつながる。 

⑤公開性 

ブログ・インスタでの発信や公共施設へのチラシ配架、近隣へのポス

ティングなどで広報を行なう。 

不定期ではあるが、イベント（プチ縁日など）を開催し、居場所の存

在を知ってもらう機会とする。 

大きなイベント開催時には近隣店舗等にお知らせすることで、認知を

拡げる。 
⑥発展性 

（先駆性・ 
こどもの居場所作りの必要性は、行政やこどもに関わる人の間では理



 

展開性） 

（集客性） 
解されているが、まだまだ各地域に居場所が整備されているとは言え

ない。誰が来てもいい居場所とすることで、さまざまな人が関わりな

がら、みんなで、地域で、こどもを支えていくことができる。居場所

が小さい「地域の芽」を作り、そして、居場所に関わった人・参加し

てくれた人がまたそれぞれの場でその芽を育てていってもらえたらと

考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称：       みんなの居場所 CoCo                      

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 79,000 円 和泉市市民活動推進支援金 

事業収入 
13,200 円 

お茶代（大人@100×3 人×4 回）

13,200 円 

自主財源 79,220 円 団体会計 

合 計 171,420 円  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

旅費 7,920 円 ｽﾀｯﾌｶﾞｿﾘﾝ代 180 円×4 人×11 ヶ月 

消耗品費 81,500 円 

 

 

 

 

会議資料用Ａ４コピー紙                       1,000 円 

会議資料印刷インキ代            1,500 円 

衛生用品（キッチン・トイレ・感染症対策）             5,000 円 

居場所イベント製作材料費・食材費  

1,000×4 回×11 ヶ月＝  44,000 円 

夏のイベント食材費・材料費                30,000 円 

印刷製本費 9,000 円 チラシ印刷（カラーＡ４両面 700 枚）   7,000 円 

コピー代（カレンダーカラー、チラシ掲示用拡大Ａ３）      2,000 円 

役務費 3,000 円 イベント保険代    30 円×100 名 ＝3､000 円 

使用料及び賃借料 70,000 円 弘法寺                 70,000 円 

合 計 171,420 円  

対象経費 171,420 円  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 
 
 
 
 
 
    

様式第４号（第７条・第１５条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 


